
令和４年度　新型コロナ交付金事業　実施結果等

NO. 事業名

実施計画
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業始期 事業終期 総事業費 うち交付金 事業結果・成果

1
感染症防止対策経営改善事業補助
金

①市内事業者が行う感染症防止対策、経営改善を支援することによ
り、市民・観光客が安心して利用できる環境を整え、市内経済の再生
を図る。
②接客を行う事業者での感染予防、防止のために行う施設改修費や備
品購入費
③補助対象経費1/2以内、上限50万円
　交付件数16件　交付額4,761千円
④市内事業者

R4.5.9 R4.12.23 4,761,000 4,760,000

市内事業者行う感染症防止対策、経営改善を支援し、市民及び観光客
が安心して利用できる環境を整えることができた。
【結果】
・交付件数16件、交付額4,761千円

2
プレミアム付商品券発行事業（国
R3予算分）

①新型コロナの影響により低迷する市内経済の活性化を図る。
②プレミアム付商品券の発行にかかる経費
③商品券プレミアム分　10,000千円
　事務経費　2,600千円
④下田商工会議所

R4.4.1 R4.12.21 12,259,222 12,200,000

プレミアム付商品券の発行により、新型コロナ影響により低迷する市
内経済の活性化・消費喚起に繋がった。
【結果】
・商品券発行冊数　10,000冊完売  利用率99.5％

3 OTA等広報強化事業

①新型コロナの影響を打破し、地域の活性化を図るため、観光業の基
盤となる宿泊客の獲得に向け実施する、OTA事業に対する支援
②③ 補助金：25,000千円　OTA事業25,000千円
④  （一財）下田市観光協会

R4.4.1 R5.3.31 25,000,000 25,000,000

OTAを活用した宿泊を伴う誘客活動により地域経済の活性化を図る事
業を実施した。
【結果】
コロナ禍での人流の停滞が著しい中、リクルートじゃらん、楽天トラ
ベル、JTB/Yahoo!トラベルのOTAを活用し、割引クーポンなどと抱き
合わせによる工夫を通じ、誘客につなげる可能なかぎりの活性化策を
講じることができた。

4 デジタルコンテンツ強化事業

①デジタルコンテンツを活用して三密を避けたデジタルスタンプラ
リーの開催及び施設クーポンの配信、ハッシュタグ収集システムによ
る効果的な誘客促進を図る事業に対する支援
②③補助金11,200千円
　システム制作・運営、利用（スタンプラリー、電子クーポン、ハッ
シュタグ収集システム）10,480千円、事務費720千円
④ （一財）下田市観光協会

R4.4.1 R5.3.31 11,200,000 10,500,000

デジタルコンテンツ(LINE)を活用した三密を避けたデジタルスタンプ
ラリー開催、施設クーポン配信を行うとともに、ハッシュタグ誘客収
集システムによる効果的な誘客促進を図った。
【結果】
コロナ禍での人流の停滞が著しい中、誘客につなげる可能なかぎりの
活性化策を講じることができた。

5 外ケ岡交流館環境整備事業

①指定管理者の管理する外ケ岡交流館において、新型コロナウイルス
感染防止を目的にテナントの三密を緩和するため庇つき屋外空間の設
置及び屋外空間の有効活用を図るためテーブル・ベンチ等を配置する
もの。
②備品購入等10,065千円
③庇つき待機場所8,052千円（基本型2・連携型6　8基）、テーブル18
基886千円、長椅子10基1,127千円
④下田市

R4.5.31 R5.2.17 10,065,000 10,000,000

当該施設内の三密を避けるため屋外に自立式オーニングを設置及び
テーブル、ベンチを設置した。
【結果】
当該施設でクラスターを起こすことなく施設運営することが出来た。

6 夏期海岸対策事業

①海水浴場の新型コロナ感染予防対策への支援
②補助金
③新型コロナウイルス感染症対策経費：223千円
　消毒液設置、入場口健康確認看板、啓発活動看板等設置：221千円
　感染予防トイレ清掃等人件費：2,746千円
④ 夏期海岸対策協議会

R4.4.1 R5.1.18 3,190,000 3,100,000

海水浴場での感染予防策として、海水浴場施設の消毒や消毒液の設
置、ゴミ収集等による感染の防止、看板等による啓発活動を実施し
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【結果】
当事業を実施したことにより海水浴場を発端とする新型コロナウイル
ス感染症を防止することが出来た。

7 リモート会議対応端末整備事業

①新型コロナの影響を避け、リモート会議対応端末の拡充によるＩＣ
Ｔの促進
②ウェブ会議用ＰＣ購入費等7,529千円
③167千円×38台、大型モニタ・プロジェクタ×1　439千円、ウェブ会
議支援機器（Webカメラ、スピーカー等）649千円、設定費95千円
④下田市

R4.4.1 R5.1.12 7,529,060 7,400,000

庁内ウェブ会議用パソコン38台の他、リモート会議に対応する大型モ
ニタ、プロジェクター、ウェブ会議支援機材（Webカメラ、スピー
カーフォン等）の購入を行い、コロナ禍の庁内のリモート会議環境の
整備を進めた。

8
窓口証明書発行支援システム導入
事業

①「らくらく窓口証明書交付サービス」導入に伴う、コロナ感染リス
クの軽減、来庁者滞在時間の縮減、窓口業務の効率化
②端末、飛沫防止パーテーション等の購入938千円
③端末一式281千円×2、設定費376千円
④下田市

R4.8.19 R5.2.10 938,300 900,000
コロナ禍の市民窓口ロビーの来庁者滞在時間短縮のため、「らくらく
窓口証明書交付サービス」端末２台を購入し、感染症の拡大防止につ
ながった。



9 高齢者等IT機器導入支援事業

①新しい生活様式の徹底は新型コロナの感染拡大防止に資するため、
特に重症化率等に懸念のある高齢者等が積極的に非接触の機会が増え
るIT機器（スマホ、タブレット）を使用することは有意義であるた
め、高齢者等が購入する際に予算の範囲内で補助を行い、IT機器を円
滑に利用するための講座等を開催する。
②補助金、講座開催委託2,195千円
③補助10千円×55名、講座実施1,645千円（2講座×5回）
④市内在住高齢者等

R4.6.9 R5.2.28 2,257,500 2,000,000

　感染症拡大防止のため、高齢者のスマートフォン利用を促進し、65
歳以上の市民が初めてスマートフォンを購入する際の購入費の一部補
助を行うとともに、スマートフォン利用講座を開催した。

【結果】補助金：交付件数62件、交付金額合計613,000円
講座：計10回、参加延べ人数161名

11 学校保健特別対策事業費補助金

①学校における感染症対策
②衛生用品等の購入、消毒清掃業務委託
③小学校分：3,164千円　中学校分：655千円
　　(内補助金(小)：1,575千円、(中)：310千円)
④小中学校

R4.4.1 R5.3.31 3,619,000 1,800,000
市内小中学校の衛生用品の充実を図り、学校現場における感染症の拡
大を防止した。

13
下田河津間駅伝競走大会実行委員
会補助金（感染症対策分）

①新型コロナウイルス対策として、選手移動用バスの増便、感染症対
策用消耗品の購入（河津町と折半）
②補助金
③・バス９台：644千円×1/2＝322千円
　・消耗品：60千円（フェイスシールド、マスク、手指消毒液）×1/2
＝30千円
④下田河津間駅伝競走大会実行委員会

R4.11.7 R5.3.22 187,000 170,000

下田河津間駅伝競走大会を安心安全に行うため、選手輸送バスを増便
するため補助金を交付した。
【結果】
下田河津間駅伝競走大会実行委員会補助金（感染症対策分）：
187,000円
選手輸送バスを増便し、３密を回避することにより新型コロナウイル
ス感染症の感染防止が実施できた。

14 二十歳の集い感染防止事業

①新型コロナウイルス感染症対策として、二十歳の集い参加者・関係
者に抗原検査キットを配布し検査を実施する。
②抗原検査キットほか
③・検査キット：＠1,500円×200人×2個×1.1＝660千円
④二十歳の集い参加者・関係者

R4.9.5 R5.1.8 660,000 660,000

新型コロナウイルス感染症拡大防止を図りながら、二十歳の集いを安
心安全に執り行うため、抗原検査キットを購入し。参加者及び関係者
へ郵送して帰省前、二十歳の集い前に抗原検査を実施した。
【結果】
　・抗原検査キット購入費：660,000円（400個）
二十歳の集いの式典前に陽性者をし、新型コロナウイルス感染症の感
染防止が実施できた。

16 下田モデル推進事業

①新型コロナウイルス感染症対策である、下田モデルを推進するた
め、下田モデルカードの印刷及びポスター・チラシの印刷。
②印刷製本費（感染症対策分）1,200千円
③下田モデルカード、ポスター、チラシの印刷製本費1,200千円
④下田市

R4.4.18 R5.3.13 418,110 417,000

新型コロナウイルス感染症の感染拡大が続く中、下田市民・観光客の
健康管理と行動確認による感染予防の徹底のため、東京大学大学院 
大澤幸生教授が提唱する「ステイウィズコミュニティ」の考え方を取
り入れたワークショップ等を実施し「下田モデルカード」の更新をし
市内教育施設、観光施設、宿泊施設、店舗等に提供した。

17 中小企業販売力強化支援事業

①収束後の市内経済の再生に向け、市内事業者の販売力強化を支援す
る。
②市内事業者が行う多様な販売方法（ECサイト登録等）の導入にかか
る経費の一部を補助する。（補助率：2/3以内、上限20万円・40万円）
③中小事業者＠200千円×3事業者＝600千円
　経済団体等＠400千円×1事業者＝400千円
④市内中小事業者、経済団体等

R4.5.19 R4.11.4 132,000 130,000

コロナウイルス収束後の市内経済の再生に向け、市内事業者の販路拡
大のために行うインターネットを通じたECサイト等の補助を行い販売
力強化の支援を行った。
【結果】
・交付件数１件　交付額132千円　

18 ホームページデザイン変更事業

①新型コロナウイルス感染状況、ワクチン接種状況をを閲覧しやすく
するためのホームページデザイン変更。スマートフォンへのホーム
ページの対応。
②委託料
③ホームページデザイン変更業務委託6,765千円
　　　ホームページデザイン変更　スマートフォン対応
④下田市

R4.9.12 R5.3.22 6,765,000 6,700,000

スマートフォンに対応し、新型コロナウイルス感染状況、およびワク
チン接種状況等を閲覧しやすくするため、ホームページデザインを更
新した。また、来庁せずに容易に必要な情報にたどり着くホームペー
ジに更新し、市の情報発信の強化を目指した。発信する情報を、正し
く、スピード感を持って発信することができ、市民の安心にも繋がっ
た。

20
公共交通事業者原油価格高騰対応
事業

①新型コロナウイルスによる原油価格高騰等の影響を受け、広域的な
対応が必要となる公共交通事業者に対して補助金を交付し支援を行
う。
②補助金
③鉄道事業者分　1,328千円
　バス事業者分　4,174千円
　タクシー事業者分　1,470千円
④公共交通事業者

R5.1.25 R5.3.10 6,972,000 6,900,000

新型コロナウイルスによる原油価格及び物価高騰の影響を受ける市内
公共交通事業者に対して、燃料高騰分の支援を行い経営の安定につな
げた。
①いず東海タクシー　510千円
②ヒフミタクシー　570千円
③栄協　390千円
④東海バス　4,174千円
⑤伊豆急行　1,328千円

22 防災対策支援事業

①避難所における感染防止対策を図る
②備品購入
③災害用テント@16,500円×6避難所×12台＝1,188千円
　災害用トイレ@313,500円×12基＝3,762千円
④－（市が購入し避難所で使用）

R4.8.23 R4.12.15 4,950,000 4,950,000
避難所運営において感染予防対策を徹底するため、災害用トイレ12基
及び専用消耗品セット24セット、災害用テント72張を購入した。



23
公共施設ワーキングスペース環境
整備事業

①感染防止対策を行いながら公共施設ワーキングスペースの利用率向
上のための環境整備を行う。
②クラウドシステム利用料及びテレワークボックス購入
③クラウドシステム利用料　@44千円×２か月分＝88千円
　テレワークボックス購入（Web会議ブース、１人用クローズ型）
@1,750千×１基（税込）
④道の駅開国下田みなと

R5.1.12 R5.2.24 1,554,190 1,550,000

新型コロナ感染防止対策とともに、同施設の環境整備を実施した結
果、公共施設ワーキングスペース利用率の増加に繋がった。
【結果】
・道の駅ギャラリースペースに、テレワークボックスの設置1基　
1,554千円　

24
原油価格・物価高騰対応事業者支
援給付金事業

①新型コロナウイルスにより原油価格及び物価高騰の影響を受ける市
内事業者を支援
②給付金の支給
③法人事業者　@50千円×393件＝19,650千円
　個人事業主　@30千円×1,058件＝31,740千円
④市内事業主

R4.8.22 R4.10.25 51,390,000 51,300,000

新型コロナウイルスにより、原油価格・物価高騰の影響を受ける市内
事業者の経営支援を実施した。
【結果】
・法人事業者への給付  393件、19,650千円
・個人事業者への給付1,058件、31,740千円

25 交通事業者連携イベント事業

①コロナ禍で依然低迷する観光業支援のため、交通事業者と連携した
観光誘客及び宿泊促進を図る事業に対し補助金を交付
②補助金
③サフィール踊り子号まち歩き地域クーポン@2,000×1,000人＝2,000
千円
　宣伝費295千円　事務費105千円
④（一財）下田市観光協会

R4.8.4 R5.3.31 2,400,000 1,600,000

交通事業者と連携した観光誘客及び宿泊促進を図った。
【結果】
コロナ禍での人流の停滞が著しい中、マイクロツーリズム促進策とし
て、伊豆半島地域住民を主とした誘客につなげる可能なかぎりの活性
化策を講じることができた。

26 観光宣伝・誘客事業

①コロナで減少した宿泊客獲得のためのプラン造成及び近隣県におけ
るメディアプロモーションやキャラバン、旅番組誘致等の事業に対す
る補助
②補助金
③・伊勢えび付き宿泊プラン　@8千円（宿泊クーポン、地域クーポ
ン）×1,000人＝8,000千円　　宣伝費480千円
　・メディアプロモーション、キャラバン（山梨県、長野県、神奈川
県対象）18,600千円
　・プロモーション動画作成（YouTubｅ等）620千円　　事務費300千
円
④（一財）下田市観光協会

R4.8.4 R5.3.31 28,000,000 27,700,000

宿泊客獲得のためのプラン造成、近隣県におけるメディアプロモー
ション、キャラバン等を行うことによりその促進を図った。
【結果】
秋の伊勢エビ、早春の水仙等について、山梨県、長野県、神奈川県の
メディアに対しプロモーションを行い、コロナ禍での人流の停滞が著
しい中において、可能なかぎりの誘客活性化策を講じることができ
た。

27 インバウンド対策事業

①コロナ禍により低迷したインバウンド回復後の誘客及び在日外国人
の誘客のため、海外向けＰＲ動画の作成とYouTube配信等を行い新規来
訪者の掘り起しを図る事業に対する補助
②補助金
③動画作成・配信　8,483千円
　同時通訳機　400千円　　事務費等7千円
④（一財）下田市観光協会

R4.8.4 R5.3.31 8,890,000 8,141,000

コロナ禍により低迷したインバウンド回復後の海外からの誘客、在日
外国人の誘客のため、海外向けPR動画作成及び配信等を行った。
【結果】
インバウンド回復後における観光コンテンツPR素材等を充実させるこ
とができた。

28 公園空間整備事業

①ウイズコロナ時代の屋内屋外の切り替えが顕著に必要な生活スタイ
ルに対応する生活空間整備の一環として、公園やボードウォーク等の
合計４箇所に遊具やテーブル等を設置し、子供たち、市民、来訪者が
心も体も健全に過ごすための場所づくり、時間づくりを支援する。
②複合遊具、ベンチ、テーブルの設置
③複合遊具40,000千円、ベンチ・テーブル2,700千円
④下田市

R4.11.4 R5.3.14 42,636,000 40,000,000

まどが浜海遊公園および敷根公園に事業費42,636千円にて遊具を設
置。また、大工町プレイスおよび弁天橋ボードウォークへ事業費
2,662千円にてベンチ・テーブルを設置。
コロナ禍における屋外での市民の交流の場として利用されている。

29 学校図書館図書拡充事業

①ウイズコロナ時代の屋内屋外の切り替えが顕著に必要な生活スタイ
ルに対応する生活空間整備の一環として、図書の充実を図り、児童及
び生徒が家庭での読書機会を確保し図書を使った調べものをすること
ができる環境を整える。
②小学校及び中学校の図書拡充
③小学校７校各1,000冊　@1,200×7,000冊＝8,400千円
　中学校1,500冊　@1,200×1,500冊＝1,800千円
　コーティング手数料　@33×8,500冊≒281千円
④下田市

R4.7.29 R5.3.31 10,396,000 9,800,000
市内小中学校の学校図書館の蔵書を充実することにより、ウイズコロ
ナ時代に屋内生活での楽しみの創出、調べもの学習の充実を図ること
が出来た。



30
公立保育所管理運営（賄材料生活
支援・物価高騰当分）事業

①コロナ禍に係る物価高騰等に対応するため、８月以降分の給食費の
無料化及び既存の賄材料費８月以降分を予算減額し、年間賄材料費に
物価高騰分６％を見込んで上乗せした上で、生活支援・物価高騰等分
として賄材料費を改めて計上し、交付金を充当するもの。
②賄材料費への充当、８月以降給食費無料化
③下田保育所分８月から３月分賄材料費
　　・３歳未満児　@250×25人×192日＝1,200,000円
　　・３歳以上児　@260×48人×192日≒2,396,000円
　　・職員分　　　 @270×24人×162日≒1,050,000円 （充当外）
　　・実習生等　　@270×53人≒15,000円（充当外）
　　小計4,661,000円
　年間賄材料費6,992千円×6％≒420,000円
④一般会計賄材料費

R4.8.1 R5.3.31 5,057,000 3,900,000
８月以降給食費無料化を実施し、コロナ禍に係る急激な物価高騰に苦
しむ子育て世帯の負担軽減を図ることが出来た。

31
認定こども園管理運営（賄材料生
活支援・物価高騰当分）事業

①コロナ禍に係る物価高騰等に対応するため、８月以降分の給食費の
無料化及び既存の賄材料費８月以降分を予算減額し、年間賄材料費に
物価高騰分６％を見込んで上乗せした上で、生活支援・物価高騰等分
として賄材料費を改めて計上し、交付金を充当するもの。
②賄材料費への充当、８月以降給食費無料化
③認定こども園分８月から３月分賄材料費
　　・保育所0～2歳児　@250×33人×192日＝1,584,000円
　　・保育所3～5歳児　@260×80人×192日≒3,994,000円
　　・幼稚園（認定）　　 @260×20人×118日≒614,000円
　　・職員分　　　 @270×39人×162日≒1,706,000円 （充当外）
　　・実習生等　　@270×57人≒16,000円（充当外）
　　小計7,914,000円
　年間賄材料費11,915千円×6％≒715,000円
④一般会計賄材料費

R4.8.1 R5.3.31 8,400,000 6,600,000
８月以降給食費無料化を実施し、コロナ禍に係る急激な物価高騰に苦
しむ子育て世帯の負担軽減を図ることが出来た。

32
幼稚園管理運営（賄材料生活支
援・物価高騰当分）事業

①コロナ禍に係る物価高騰等に対応するため、８月以降分の給食費の
無料化及び既存の賄材料費８月以降分を予算減額し、年間賄材料費に
物価高騰分６％を見込んで上乗せした上で、生活支援・物価高騰等分
として賄材料費を改めて計上し、交付金を充当するもの。
②賄材料費への充当、８月以降給食費無料化
③下田幼稚園分８月から３月分賄材料費
　　・園児　@260×14人×118日≒430,000円
　　・職員　@270×4人×118日≒128,000円（充当外）
　　・実習生等　@270×64人≒17,000円
　　小計575,000円
　年間賄材料費901千円×6％≒54,000円
④一般会計賄材料費

R4.8.1 R5.3.31 629,000 400,000
８月以降給食費無料化を実施し、コロナ禍に係る急激な物価高騰に苦
しむ子育て世帯の負担軽減を図ることが出来た。

33
民間保育所給食費補助事業（生活
支援・物価高騰等分）（国R3予算
分）

①コロナ禍に係る物価高騰等に対応するため、民間保育所の物価高騰
６％分及び８月以降分の給食費減免分を補助するもの
②補助金
③物価高騰６％分　1,082千円
　　　・稲生沢こども園705千円
　　　・ひかり保育園377千円
　給食費減免分　1,711千円
　　　・２号認定・保育園分1,554千円
　　　・１号認定・幼稚園157千円
   合計2,793千円のうち1,793千円分
④民間保育所

R4.4.1 R5.3.31 2,632,000 1,700,000
８月以降給食費無料化を実施し、コロナ禍に係る急激な物価高騰に苦
しむ子育て世帯の負担軽減を図ることが出来た。



36
学校給食管理運営（賄材料生活支
援・物価高騰等分）事業（国R4予
算高騰対応分）

①コロナ禍による物価高騰等の影響を受ける父兄を支援するため、第
４期以降分の給食費の無料化及び既存の賄材料費第４期以降分を予算
減額し、年間賄材料費に物価高騰分６％を見込んで上乗せした上で、
生活支援・物価高騰等分として賄材料費を改めて計上し、交付金を充
当するもの。
②賄材料費への充当、第４期以降給食費無料化
③第４期から第11期分賄材料費（減免相当）
　　・児童減免分　24,192千円
　　・生徒減免分　16,600千円
　　・教職員他分　 9,655千円（充当外）
　物価高騰対応分
　　年間賄材料73,365千円×６％≒4,500千円
　合計54,947千円
④一般会計賄材料費

R4.7.29 R5.3.31 54,700,000 44,350,000
小中学校にかかる給食費4期～11期の給食費無料化を実施し、コロナ
禍に係る急激な物価高騰に苦しむ子育て世帯の負担軽減を図ることが
出来た。

37 図書館パワーアップ事業

①ウイズコロナ時代の屋内屋外の切り替えが顕著に必要な生活スタイ
ルに対応する生活空間整備の一環として、図書館図書の充実を図り、
訪問形式での読み聞かせや出張図書館活動拡充のための図書購入を
し、場所づくり、時間づくりを支援する。
②図書館の図書拡充
③児童書・絵本150冊×@2,500＝375千円
　大型絵本20冊×@10,000＝200千円
　参考図書20冊×@20,000＝400千円　
　コーティング手数料　190冊×@100×1.1＝≒21千円
④下田市立図書館

R4.11.7 R5.3.15 972,113 800,000

ウィズコロナ時代に必要な生活スタイルに対応するため、図書館の蔵
書の充実を図り、訪問形式での読み聞かせや出張図書館活動の拡充の
ための大型絵本、児童書、参考図書等を294冊購入した。
【結果】
・図書購入費:294冊　972,113円
大型絵本や児童書、参考図書等の蔵書を増やしたことで、子どもたち
の家庭生活での充実した読書機会を創出することができた。

38
市民スポーツセンター管理運営
（備品購入）事業

①卓球など換気ができない競技のための紫外線清浄機を購入し感染症
対策を図る。
②備品購入
③紫外線清浄機　@460千円
④下田市民スポーツセンター

R4.8.1 R4.11.17 459,800 450,000

新型コロナウイルス感染症拡大防止を図り、市民スポーツセンターの
安全安心な利用に資するため、空気循環式紫外線清浄機を購入した。
【結果】
　・空気循環式紫外線清浄機：459,800円（1台）
　換気ができない競技を実施する際に空気循環式紫外線清浄機を設置
したことで安心安全に施設が利用できた。

41 子育て世帯応援給付金

①新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、電気、ガス、ガソリ
ン、食料品、衣類等の物価高騰により家計が影響を受けているため、
子育て世帯に対し給付金を支給する。
②18歳以下を対象に一人当たり＠30千円の給付、事務費
③給付金＠30千円×2200人　66,000千円
　事務費　2,034千円
　合計68,064千円
④18歳以下の生徒、児童ほか

R4.11.24 R5.3.31 61,646,721 60,000,000

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、原油価格及び食糧費等
に係る物価高騰の影響を受ける、高校生までの児童を養育する子育て
世帯の経済的負担の軽減を図るため、児童1人当たり３万円を支給し
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【結果】
＠30,000×2,044人＝61,320,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

42
医療機関等物価高騰対策事業（国
R4重点交付金分）

①新型コロナ及び原油価格、物価高騰の影響を受けて厳しい運営状況
にある医療機関等において、診療報酬による収入と事業者の努力では
賄いきれない高騰分に対し一部を支援することで、安定した経営を取
り戻し、市民生活の安心安全を確保する。
②事務費、補助金
③許可面積による支給基準
　100㎡未満50千円、300㎡未満100千円、600㎡未満200千円、
　1200㎡未満400千円、1800㎡未満600千円、2400㎡未満800千円、
　3000㎡未満1,000千円、3600㎡未満1,200千円、3600㎡以上1,500千円
積算＝100㎡未満30件＝1,500千円　300㎡未満14件＝1,400千円
　　　　600㎡未満3件＝600千円　1200㎡未満4件＝1,200千円
　　　　1800㎡未満0件＝0千円　2,400㎡未満１件＝800千円
　　　　3,000㎡未満１件＝1,000千円　3600㎡以上0件＝0千円
　　　　計8,000千円　
　入院病床加算　5,000円/床　入院病床加算6施設（275床）　1,375千
円
補助金計　9,375千円
事務費計　120千円（時間外手当 95千円、消耗品 11千円、郵便料 12
千円、複写機使用料 2千円）
合計9,495千円（うち8,700千円を対象）
④市内保険診療医療機関等

R4.11.18 R5.1.20 7,173,000 7,098,000

新型コロナ及び原油価格、物価高騰の影響を受けて厳しい運営状況に
ある医療機関等において、診療報酬等による収入と事業者の努力では
賄いきれない高騰分に対し支援することで、安定した経営を取り戻
し、市民生活の安心安全に寄与した。
【結果】
・交付件数：54件
・交付金額：7,173,000円
　　　　　（高騰対応分と合算で9,375,000円）



43
介護保険施設等物価高騰対策支援
関連事業（国R4重点交付金分）

①新型コロナ及び原油価格、物価等の高騰に伴う光熱費や食料費等に
影響を受けながらも、介護サービスの安定的な提供を継続している介
護施設の経済的負担を軽減し、質の高いサービス等を継続して提供で
きるよう支援金を交付する。
②事務費、補助金
③許可面積による支給基準
　　100㎡未満50千円、300㎡未満100千円、600㎡未満200千円、
　　1200㎡未満400千円、1800㎡未満600千円、2400㎡未満800千円、
　　3000㎡未満1,000千円、3600㎡未満1,200千円、3600㎡以上1,500千
円
　入所施設　5,000円/利用定員人数　（加算）　
積算＝100㎡未満5件＝250千円　300㎡未満4件＝400千円
　　　　600㎡未満４件＝800千円　1200㎡未満3件＝1,200千円
　　　　3600㎡未満1件＝1,200千円　3600㎡以上2件＝3,000千円
　　　　計6,850千円　
　　　入所施設加算　7施設（計315床）　1,575千円　
補助金計　8,425千円
事務費計  70千円（時間外手当50千円、消耗品10千円、郵便料10千
円）
合計8,495千円（うち8,000千円を対象）
④市内介護サービス事業所等

R4.11.18 R5.1.20 8,425,000 8,400,000

新型コロナ及び原油価格、物価等の高騰に伴う光熱費や食料費等の影
響を受けた介護施設において、事業面積の区分に
応じた支援金と入所施設に病床加算金を給付した。
【結果】
　　市内事業所19施設　　合計6,850,000円
　　入所病床加算7施設　 合計1,575,000円
　　事業費　　　　　　　合計8,425,000円
【財源内訳】
　　重点交付金分　　　　合計8,400,000円
　　一般財源　　　　　　合 　　25,000円

44
障害福祉施設等物価高騰対策支援
事業（国R4重点交付金分）

①新型コロナ及び物価高騰の影響を受けながらも、サービスの提供を
継続している障害サービス事業所の負担を軽減し、安定的なサービス
提供を維持継続するために、予算の範囲内で支援を行う。
②事務費、補助金
③許可面積による支給基準
 　100㎡未満50千円、300㎡未満100千円、600㎡未満200千円、
 　1200㎡未満400千円、1800㎡未満600千円、2400㎡未満800千円、
 　3000㎡未満1,000千円、3600㎡未満1,200千円、3600㎡以上1,500千
円
   入院病床加算　5,000円/床
積算＝100㎡未満1件＝50千円、300㎡未満2件＝200千円、600㎡未満3件
＝600千円、3千㎡未満１件＝1,000千円　計1,850千円
          入所施設加算　2施設（計60人）　300千円　　計300千円
補助金計　2,150千円
事務費計  7千円（時間外勤務手当6千円、郵便料1千円）
合計2,157千円（うち2,000千円を対象）
④市内障害福祉施設等

R4.11.18 R4.12.28 2,150,000 2,100,000

新型コロナ及び原油価格、物価高騰の影響を受けて厳しい運営状況に
ある障害福祉施設等において、事業収入と事業者の努力では賄いきれ
ない高騰分に対し支援することで、安定した経営を取り戻し、市民生
活の安心安全に寄与した。
【結果】
基本額
＠50千円×１＝50千円　　　①
＠100千円×１＝100千円　　②
＠200千円×３＝600千円　　③
＠1000千円×１＝1000千円　④
加算分　
＠5千円×延60人＝300千円　⑤
①＋②＋③＋④＋⑤＝2,150千円

45
プレミアム付商品券発行事業（国
R4重点交付金分）

①新型コロナウイルスの影響が長期化し、電気、ガス、ガソリン、食
料品、衣類等の物価高騰の影響を受ける消費者たる住民を支援し、か
つ、低迷する市内経済の活性化を図る。
②プレミアム付商品券の発行にかかる経費
③商品券プレミアム分　10,000千円
　事務経費　3,000千円
　合計13,000千円（うち6,500千円を対象）
④下田商工会議所、消費者たる住民

R4.11.21 R5.3.24 4,000,000 4,000,000

新型コロナウイルスの影響が長期化し、物価高騰の影響を受ける消費
者を支援するとともに、市内経済の活性化に繋がった。
【結果】
・商品券発行冊数　10,000冊完売 利用率99.6％　（NO45、NO50は同
一事業として実施）



47
医療機関等物価高騰対策事業（国
R4予算高騰対応分）

①新型コロナ及び原油価格、物価高騰の影響を受けて厳しい運営状況
にある医療機関等において、診療報酬による収入と事業者の努力では
賄いきれない高騰分に対し一部を支援することで、安定した経営を取
り戻し、市民生活の安心安全を確保する。
②事務費、補助金
③許可面積による支給基準
　100㎡未満50千円、300㎡未満100千円、600㎡未満200千円、
　1200㎡未満400千円、1800㎡未満600千円、2400㎡未満800千円、
　3000㎡未満1,000千円、3600㎡未満1,200千円、3600㎡以上1,500千円
積算＝100㎡未満30件＝1,500千円　300㎡未満14件＝1,400千円
　　　　600㎡未満3件＝600千円　1200㎡未満4件＝1,200千円
　　　　1800㎡未満0件＝0千円　2,400㎡未満１件＝800千円
　　　　3,000㎡未満１件＝1,000千円　3600㎡以上0件＝0千円
　　　　計8,000千円　
　入院病床加算　5,000円/床　入院病床加算6施設（275床）　1,375千
円
補助金計　9,375千円
事務費計　120千円（時間外手当 95千円、消耗品 11千円、郵便料 12
千円、複写機使用料 2千円）
合計9,495千円（うち795千円を対象）
④市内保険診療医療機関等

R4.11.18 R5.1.20 2,202,000 2,202,000

新型コロナ及び原油価格、物価高騰の影響を受けて厳しい運営状況に
ある医療機関等において、診療報酬等による収入と事業者の努力では
賄いきれない高騰分に対し支援することで、安定した経営を取り戻
し、市民生活の安心安全に寄与した。
【結果】
・交付件数：54件
・交付金額：2,202,000円
　　　　　　（重点交付金と合算で9,375,000円）

50
プレミアム付商品券発行事業（国
R4重点交付金分実施分とセットの
R3予算分）

①新型コロナウイルスの影響が長期化し、電気、ガス、ガソリン、食
料品、衣類等の物価高騰の影響を受ける消費者たる住民を支援し、か
つ、低迷する市内経済の活性化を図る。
②プレミアム付商品券の発行にかかる経費
③商品券プレミアム分　10,000千円
　事務経費　3,000千円
　合計13,000千円（うち6,500千円を対象）
④下田商工会議所、消費者たる住民

R4.11.21 R5.3.24 7,891,061 6,500,000

新型コロナウイルスの影響が長期化し、物価高騰の影響を受ける消費
者を支援するとともに、市内経済の活性化に繋がった。
【結果】
・商品券発行冊数　10,000冊完売 利用率99.6％　（NO45、NO50は同
一事業として実施）

412,507,077 386,178,000


